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3841. 新たな世界を開く学習と実践  

今朝は五時前に起床し、五時半を迎えようとする頃に一日の活動を始めた。目覚めてすぐに気づ

いたが、一日の活動に向けたエネルギーで満ち満ちている自分がそこにいた。これもまた春に近

づく季節の恩恵なのだろうか。 

春は、生きとし生けるものの生命力を活気付けてくれる。そのようなことを実感する朝であった。この

エネルギーをもとに、今日もまた自分のライフワークに取り組んでいこうと思う。 

昨夜、久しぶりにベートーヴェンのピアノソナタの楽譜を手に取り、中身を何気なく眺めていた。手

持ちの楽譜は非常に分厚く、700ページ近くの分量がある。ピアノソナタだけでもこのような分量の

構築物を残したベートーヴェンに改めて敬意を払った。しかもそれは単に量が膨大だというだけで

はなく、それは質的深さを伴っていることを忘れてはならないだろう。 

実はベートーヴェンの楽譜を手に取る前には、スクリャービンのピアノソナタに関する楽譜と、その

他のピアノソロに関する楽譜の二冊も眺めていた。スクリャービンもまた、自分にとって大切な作曲

家の一人となった。 

昨夜、特に私が関心を持っていたのは、スクリャービンが死の直前にどのような曲を生み出したの

かということだった。スクリャービンがこの世を去った前年の1914年に作られた三つの作品をぼんや

りと眺めていた。 

ここからは私は、それぞれの作曲家が死の近くにいかような作品を作っていたのかを一つの着眼点

として持っておきたいと思う。それらの曲に対して本格的な分析をする必要はまだないが、いつか

そうしたテーマに基づいて、楽曲分析を音楽理論的かつ哲学的に行っていきたいと思う。その際に

は、実存主義的心理学やトランスパーソナル心理学の観点を活用することも一つの手だろう。 

今日もまた、今の自分に生み出すことのできる小さな作品を作っていく。とにかく過去の偉大な作

曲家の仕事を参考にしていくこと。彼らが獲得した技術と思想から汲み取れるものは全て汲み取る

ように、学習と実践を継続していくこと。そして理想的には、彼らが体現したものを全て自分の作曲
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語法の中に統合し、いかなる感覚も全てその作曲語法によって自由自在に音楽化できるようにして

いく。 

昨夜ふと、一年ちょっと前の自分は、楽譜上、ドレミファソラシドの「ド」がどこにあるのかわからない

状態であった。そのような状態であったから、楽譜上の諸々の記号は、まさに理解不能な未知なも

のでしかなかった。そこから一年数ヶ月の学習と実践を経て、少しずつ理解できることが増えていっ

た。 

人間というのは、本当に学習する生き物なのであり、実践と学習を絶えまなく続けていけば、それを

しなければ見えてこなった世界が見えるようになってくるのだということを実感する。学習も実践も、

それらは新たな世界を開示し、そして開拓するために存在しているのだ。そのようなことを思う。 

今日からは、より作曲実践に力を入れていきたい。正直なところ、今は書物を読むことを脇に置いて

もいいぐらいだ。文章を読むよりも、とにかく自分の内側から湧き上がってくるものを形にしておきた

い。本日も積極的に曲を作っていく一日になるだろう。フローニンゲン：2019/2/17（日）05:41 

No.1690: A Skip of a Streetlight 

A streetlight is skipping around a place. Groningen, 21:10, Sunday, 2/17/2019 

3842. 「プルースト的」な発達  

今朝は五時前に起床したこともあり、まだ五時半を少し回ったところだ。まだ夜の明けぬ静寂な外

の世界に耳を傾けてみると、小鳥の鳴き声が聞こえて来る。 

小鳥たちは随分と早起きである。おそらく小鳥たちも睡眠を取っているのだと思うが、どこでどのよう

に眠っているのかを想像すると、おのずと笑みが溢れる。彼らがこっくりこっくりと頭を揺らしながら

眠っている姿を想像すると、実に微笑ましい。そんな彼らもすでに目覚めており、今、小さな鳴き声

を奏でている。 

私はよく、小鳥たちの意識世界について思いを馳せることがある。春が近づくに連れて、それは暖

かさと明るさを増しているに違いない。私の意識世界も同様だ。 
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昨夜、就寝に向けて準備をしている時にふと、小説家のマルセル・プルーストについて思いを馳せ

ていた。プルーストの代表作、『失われた時を求めて』はまだ一度も読んだことがないのだが、その

作品の書かれ方については各方面で見聞きすることがあった。 

昨夜私が思っていたのは、どこか自分はプルーストがこの代表作を執筆した時と同じような衝動、な

いしは行動特性を持っているのではないかということだった。とりわけ、自分が生み出した創造物を

もとに新たな創造物を絶えまなく生み出し続けていく点が共通している。 

自己の創造物が無限に増殖していく様子に対して、私は「プルースト的」という形容詞を当てるよう

にしている。そこで行われていることは、絶えず新たなものが増殖していくということだけがポイントな

のではなく、過去の創造物をもとに自己増殖をしていく点がポイントである。すなわち、プルースト的

というのは、創造物に自己言及作用が働き、絶えず過去の創造物を参照した上で、新たなものが

自発的に生み出されていくということなのだ。特に私は、自己言及作用というものに着目している。

なぜなら、これは発達の肝であるからだ。 

私たちが新たな能力を獲得するにせよ、新たな自己を確立するにせよ、必ず基盤となるものが存在

する。そしてそうした基盤から分離と統合を行うことによって、私たちは発達を遂げていく。ここでは

まさに、基盤に立ち返るということに基づいて発達が実現されていくのだ。 

一つ不思議な感覚としては、自分の基盤に立ち返ることを行った瞬間に、差分が生まれるということ

である。この現象は大変興味深く、どうやら私たちは基盤に立ち返ることによって、さらなる発達に

向けた足がかりを得ているようなのだ。そして、こうして生まれた差分こそが分化のプロセスを促して

いくものになる。 

私は普段何気なく——いや、習慣として——、過去の日記を読み返すことと、過去に作った曲を聴き

返すことを毎日行っている。決まりとして、昨日書いた日記を毎日必ず読み返し、一昨日作った曲

を毎日必ず聴き返している。こうした習慣的実践を毎日継続していった結果、自分が発達の螺旋と

完全に一体化しているのを感じる。おそらく、発達を遂げてしまうことの恐れを乗り越えていく道はこ

こにあるのだろう。あるがまま、なすがままに、螺旋の進む方向へ自己が運ばれていくこと。そうした

ことが自分の中に起きているのを実感する日々である。フローニンゲン：2019/2/17（日）05:58 
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No.1691: A Greeting of the Clear Sky 

I can see a light blue sky. The sky is making a greeting to the world. Groningen, 07:55, Monday, 

2/18/2019 

3843. くつろぎと創造の泉の中で 

ここ最近は、ほぼ毎日外に出かけ、短い時間でもいいので、散歩や軽いランニングを行っている。

その効用を本当に実感している。散歩や軽いランニングは、身体の血液とエネルギーの循環を良く

しているということが身体感覚としてわかる。また、それが精神の次元にいかような影響を与えてい

るのかもありありとわかる。 

昨日の夕方は、近所のノーダープラントソン公園へ足を運んだ。昨日が土曜日であったからか、そ

こには多くの人がいて、各人が思い思いにのんびりとした時間を過ごしていた。芝生に腰掛けて話

をしている人や、サッカーやフリスビーをしている人、犬の散歩をしている人など、実に様々な過ご

し方で各々がくつろぎの時間を過ごしていた。私はそうした光景を眺めながら、それは実に人間的

でいいと思った。 

本来私たちは、このような時間の過ごし方をするべきなのではないだろうか。自らの生命時間を明

け渡し、金銭獲得に躍起になりながらせわしない時間を過ごしていいのだろうか。皮肉なことに、自

らの生命時間を明け渡すことによって金銭を獲得しようとする衝動は、死の拒絶衝動と本来密接的

に繋がっているのだが、多くの現代人はそれに気づけないがゆえに、生命時間を無駄に削りながら、

結果としてはますます死に向かっていくという状態に置かれているのではないかと思う。 

とにかく日々の生活の中にゆとりを取り戻すこと。欧州での三年間の生活で学んだことの中で最も

大切なことのうちの一つは、私たちの充実感と幸福感、そして発達という現象は、ゆとりの中で育ま

れるということである。昨日の夕方に散歩をしながらそのようなことを改めて思った。 

これから季節が一段と春らしくなり、気温もより暖かくなるだろう。今日も天気が良いようなので、午後

に散歩に出かけたい。 
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昨年の九月を迎えた頃から徐々に寒くなり、それ以降は、本当に外に出かけていく機会が減った。

さすがに一週間まるまる家の中で過ごすことは不健全だろうと思っていたため、一週間分の食料を

買うことはせずに、できるだけ三日に一回は買い物に出かけるようにしていた。ただしこの数ヶ月間

は特に、買い物に出かけた時も太陽の光を浴びれたことは稀であった。太陽の光を浴びること、そ

して全身を動かすことがいかに身体的にも精神的にも大切かを強く実感する。 

小鳥の鳴き声が今も小さく聞こえてくる。自然の音は実にいい。そこには癒しがある。また、自分に

関する新たな気づきもそこにある。 

今日もまた、創造の泉にくつろぎながら過ごす一日になるだろう。とにかく自分の言葉と音を見出し、

それを育んでいくために、創造の泉の中に完全に浸りながら、今日もまた日記の執筆と作曲実践を

進めていく。フローニンゲン：2019/2/17（日）06:18 

3844. 今朝方の夢 

時刻は午前六時半を迎えた。起床してからすでに一時間半が経ったが、今のところ日記の執筆し

かしていない。おそらくそれは正しい時間の過ごし方なのだと思う。 

とにかく自己と人生を綴ること。綴る中で自己と人生を深めていくこと。それをこれからも継続してい

く。 

先ほどの日記で書き留めていたように、毎日散歩兼ランニングをするようになってから、心身の状態

がなお一層良くなっているという実感がある。これまでは、外に出ない日が続いたとしても、毎朝の

ヨガだけは必ず行うようにし、早朝のみならず、午後にもヨガを行うようにすることも頻繁にあった。今

は室内でヨガを行うだけではなく、実際に外に出かけ、太陽の光を浴びながらゆっくりと歩いたり走っ

たりすることを行うようになった。これにより、心身のエネルギーの循環が目に見えて良くなっている

ことがわかる。今日もまた、そうした循環を生み出すために、夕方あたりに散歩に出かけたい。 

今日はまだ、今朝方の夢について振り返っていなかった。昨夜の未明に、私は一度目を覚ました。

その時の時刻は深夜二時だった。目を開けた瞬間に、その瞬間まで見ていた夢について覚えてい

たので、それを枕元の裏紙にメモしていた。 
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夢の中で私は、以前住んでいた大阪の街にいた。そこは数多くの飲食店が立ち並ぶ街であり、街

の一角にある店に私はいた。その店は、屋台のような作りをしており、それでいて内装はお洒落で

あった。屋台の内装と言われても少しわかりにくいかもしれないが、テーブルや椅子にこだわりがあ

り、メニューボードやメニューの文字の書き方などにこだわりがあった。 

その店で私は、二人の知人とご飯を食べようとしていた。知人のうちの一人は、私がジョン・エフ・ケ

ネディ大学に留学した時に知り合った男性の方だ。その方は私よりも五歳ほど年齢が上であり、当

時は時々会って話をするような仲であった。もう一人の知人については、それが誰だったのかをも

はや覚えていない。 

私たち三人は、自分が食べたいものを思い思いに注文した。私はメニューボードの「冷麺」という文

字に目が行き、久しぶりに冷麺を食べようと思った。だが、豚丼とアスパラガスの肉巻きも捨てがたく、

結局私は後者二つを注文した。しばらく三人で談笑を楽しんでいると、注文した品が運ばれてき

た。　私が注文した二つの品は、とても美味しそうに見え、丹精込めて作られたことがすぐにわかっ

た。早速それらに箸をつけてみると、想像通りに美味であった。 

私たち三人は会話を続けながら、食事を楽しんだ。食事が後半に差し掛かった時、私たちのテー

ブルに、冷麺が運ばれてきた。私は冷麺を一度注文しかけたが、それをキャンセルしていたはずだっ

たので、おかしいなと思って店の人に確認すると、どうやら店の人は何か誤解をしていたようだった。

その時の私はすでにお腹が一杯であり、知人の二人も同じ状況であったから、その場ですぐに冷

麺を返却した。そこで一度目覚めた。 

目覚めた時は深夜二時であったから、私は再び眠りについた。そこでもまた別の夢を見ていた。そ

こでは、オランダの少年サッカーチームのコーチのような役割を私は担っていた。私がコーチをして

いたチームはFCフローニンゲンであり、ちょうどアヤックスの少年チームとの試合が行われることに

なっていた。 

サッカーの試合は基本的にはグラウンドで行われるものだが、なぜかその試合は、不思議な建物の

中で行われることになっていた。説明が少し難しいが、確かにその建物の中にもグラウンドがあるの

だが、ハーフコートの仕切り部分の間が特徴的であった。その部分は、一階からの吹き抜けの都合
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上、真ん中が空洞になっており、その周りにコンクリートで出来た通路があった。そのような一風変

わったコートで試合が始まった。 

FCフローニンゲンの少年チームには、二人の日本人選手がいて、彼らのうち一人はチームのエー

スなのだが、スタートはベンチであった。一方、これから活躍を期待される少年がこの試合では先発

として起用され、前半から期待を上回る活躍を見せていた。 

試合は実に見応えがあったのを覚えている。今朝方は、このサッカーの夢に付随して、また別の夢

を見ていたように思うのだが、今はもうそれを思い出すことができない。上記の夢に関しても、もう少

し細かい描写があったと思うので、それらを思い出すことができたらまた書き留めておきたいと思う。

フローニンゲン：2019/2/17（日）06:48 

No.1692: Outpouring of Joy 

Recent days make me feel the outpouring of joy. Spring will come shortly. Groningen, 13:27, 

Monday, 2/18/2019 

3845. パリの再訪に向けて：生活拠点の変更と死 

今日は本当に穏やかな日曜日だ。朝の柔らかい日差しがフローニンゲンの街に降り注いでいる。

時折小鳥が鳴く声が聞こえ、丸みを帯びた時間の流れを感じる。 

早朝の作曲実践を終えた後、辻邦生先生の『春の風駆けて』を三週間ぶりに手にとって続きを読み

進めいていた。パリには人間の心を鋭くする硬質なものがあり、それによって自分を磨くためにパリ

で生活をしたという辻先生の生き方には賛同するものがある。そもそも、パリに漂う硬質感について

は、二年半前の夏にパリに訪れた時に身に沁みて感じていた。 

ただし、私にとっては、パリの硬質感とコペンハーゲンのそれは似たようなものがあるように感じられ、

それらの硬質感は当時の私にとっては耐えられないものであった。再来週の木曜日に二年半ぶり

にパリに訪れようと思っており、今回の訪問ではそうした硬質感に対する印象がどのように変化して

いるのかを確かめたい。 
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辻先生がパリで生活をしていた目的の一つと、自分が日本以外の国で生活をしている理由は重な

るものがある。私が日本の外で生活をし続けようとしているのは、自らの心の芯を育むためであり、

感覚を磨くためである。その理由は大きい。 

先ほどふと、ある場所から離れ、別の場所で生活を始めることもまた、ひとつの死だと見なせるので

はないかと考えていた。この夏、仮にオランダを離れることになり、新しい場所で生活をすることになっ

た際には、生活地の移転に伴う死という現象と時間をかけて向き合う必要があるだろう。それを無理

に乗り越えようとするのではなく、死という現象そのものに寄り添い、時間の流れの中に死という現

象を溶かし込んでいくことを実現させたいと思う。それには時間がかかるだろうが、むしろ時間をか

けて行わなければそれは成しえないだろう。 

今日はこれから、スクリャービンに範を求めて作曲実践を行う。一つ一つの音を意図を持って、時

間を気にせずに曲を形づくっていきたい。作曲実践がひと段落したら、再び辻先生の日記を読み

返そうと思う。 

これから作る曲にせよ、日記にせよ、そこに自分の内側の何かが滲み出ているものにしていきたい

と改めて思う。人類史のあるひとつの時代に、ある国で生活をする自分が執筆する日記を後で読み

返したり、作った曲を後で聞き返しながら、日記や曲を通じて滲み出る時代や社会の姿を捉えてい

きたい。 

人はこうした時代においていかに生き得るのか。そして人は、いかにこの時代と社会に関与できる

のか。そのような探究的な問いかけが滲み出すような日記や曲を生み出していきたいと思う。今日

の一つ一つの日記と曲は、そこに向かうプロセスであると同時に、それらは既にこの時代の何らか

の側面と、現代に生きる人間模様の一部を映し出すものであるはずだ。フローニンゲン：2019/2/17

（日）10:00 

No.1693: The Extending Sunset 

The day gets longer. The closer to spiring, the more I can feel the expansion of time and space. 

Groningen, 17:57, Monday, 2/18/2019 
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3846. アリス＝紗良・オットさんのフローニンゲンでのコンサート 

時刻は午後の五時に近づきつつある。午後に仮眠を取り、そこからラヴェルに範を求めて一曲ほど

作った後に、近所の河川敷のサイクリングロードにランニング兼散歩を兼ねて外出した。サイクリン

グロードを歩いている最中は、小鳥の鳴き声が良く聞こえ、そのたびに意識の深い層に誘われてい

るかのような感覚があった。 

本日の世界は、恍惚感をもたらしてくれる陽だまりで溢れていた。太陽の光には生命を包み込む愛

情があるらしく、そうした愛情の中に溶け込んでしまいそうな感覚があった。 

昨日は、近所のノーダープラントソン公園へ出かけたのだが、土曜日の午後を公園で過ごそうとす

る人があまりにも多かったため、今日は人の少ないサイクリングロードに行くことにした。このサイクリ

ングロードでは、太陽の光を浴びながら、空と河川の双方を眺めることができる。そしてそれらは、

いつも私を清々しい気分にさせてくれる。休日は、ノーダープラントソン公園へ行くことを避け、この

サイクリングロードを歩くことにしたい。 

サイクリングロードの終着地点まで来て、踏切を渡ったとき、遠くの方から美しい鐘の音が聞こえて

きた。私は思わずその場に立ち止まり、その鐘の音を聞いていた。しばらく鐘の音に意識を向け、

再びゆっくりと歩き始めた。鐘の音を聞いているとき、フローニンゲンの街に宿る土着神と触れてい

るような感覚があった。この街で鐘の音を聞くときはいつも、フローニンゲンが培ってきた文化的堆

積を実感する。 

鐘の音が止んで、再び足を踏み出したとき、自宅の近くの道路脇の看板に、見覚えのある顔が見

えた。近づいて見てみると、ピアニストのアリス＝紗良・オットさんの看板だった。なにやら、ちょうど

一ヶ月後の3/16（土）に、フローニンゲンのコンサートホールでコンサートを開催するとのことであっ

た。 

今から2017年の冬のある日、書斎の窓から自宅の前の道路脇の看板を眺めた時、そこにはポルト

ガルのピアニストであるマリア・ジョアン・ピレシュの顔が見えた。自室からでもそれがすぐにわかり、

私はすぐに調べてコンサートを予約し、フローニンゲンで開催されたコンサートに実際に参加した。 
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その時と同じぐらいに偶然にも、今回オットさんのコンサートがフローニンゲンで開催されることを知っ

たのである。道端の広告看板というのは、実に古典的なマーケティング方法だと思うが、私のように、

これを見てコンサートに参加する人間もいるのだから、やはり意味があるのだろう。 

ちょうど3/16は何も予定がなく、ぜひコンサートに足を運びたいと思う。音楽関係のコンサートは少

し時間が遅く、始まりが午後の八時過ぎ、終わりが午後の十時過ぎであり、普段は就寝している時

間だが、こうしたコンサートは滅多にないのであるから、その日ぐらいは例外として受け止めたい。 

ちょうど来週の木曜日からパリにぶらりと足を運ぶ予定を立てており、偶然ながら、オットさんのコン

サートのプログラムもフランスの作曲家の曲で構成されていた。 

2019年3月16日（土）のプログラム 

Debussy: Ce qu'a vue le vent d'ouest 

Debussy: Bruyères 

Debussy: General Lavine 

Debussy: La Cathédrale engloutie 

Ravel: Concert for piano and orchestra 

Berlioz: Symphonie fantastique 

Conductor: Antony Hermus | Pianist: Alice Sara Ott 

そもそも私がオットさんの演奏を知るきっかけになったのは、今から二年前の夏に、ノルウェーのベ

ルゲンに滞在していた時だった。その日はちょうど、エドヴァルド・グリーグの博物館に足を運び、ホ

テルに帰ってきてからグリーグの曲をSpotifyを経由して調べていたところ、彼女のアルバム

“Wonderland”を見つけた。このアルバムを聴くたびに、ベルゲン滞在の思い出が蘇る。 

今回オットさんのコンサートの開催を偶然に知ったことも何かの縁であり、早速チケットを購入した。

当日のコンサートを今からとても楽しみにしている。フローニンゲン：2019/2/17（日）17:11 
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3847. 創造行為と救済 

時刻は午後八時を迎えた。平穏な日曜日が終わりに近づき、新たな週に向けた準備を始めてい

る。　 

今日もまた、一日を通して本当に天気に恵まれていた。来週は木曜日だけ小雨が降る予報が出て

いるが、その他の日は雨が降らないようであり、気温も高い。おそらくもう一度気温が低くなる時期が

あるかと思うが、それはないに越したことはない。 

今日も落ち着いた心で文章を綴り、曲を作るような一日であった。これから本日最後の作曲実践を

行う。その際には、モーツァルトの変奏曲に範を求め、とりわけメロディーに意識を当てて曲を作る。 

今日は一日を通じて、辻邦生先生の『春の風駆けて』を読み進めていた。その中で、「書くことは人

間存在を守ることである」という趣旨の言葉を見つけた。文章を通じて、歪な現代社会の有り様を指

摘することや、現代人の認識が歪められていることを指摘することは、人間を救う一助になりはしな

いだろうか。そのようなことを考えながら毎日文章を綴る日が続く。 

真に人間存在を毀損している状態というのは、自らの生活状態が貶められているということに気づく

ことができない状態を指すのだろう。まさにキルケゴールが指摘していたように、ほとんどの人は、自

分を取り巻く生存状況と実存状況に盲目なのだ。現代においては、それらを見る目が社会によって

歪められていると言っていいだろう。歪められた目を正し、自己を取り巻く生存状況と実存状況を掴

み直すこと。それは自分にも必要なことであり、文章を執筆することを通じてそれを実現させようとす

る試みに日々従事しているように思えてくる。 

書くことが人間存在を守り、この歪な現代社会から救うことにつながるのであれば、私はこれからも

文章を書き続けるだろう。だが、もう少しそれらの点については考える必要がある。あくまでも、それ

らは文章を書くことの中に内包された可能性であって、それが実現される度合いについては未だ不

明確だからだ。 

今日は一日中、ベートーヴェンのピアノ曲を聴いていた。昨夜、久しぶりにベートーヴェンのピアノ

ソナタの楽譜を取り出し、それを眺めていたことが影響をしていたのだろう。 
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今日もまた、静かな幸福感と充実感が滲み出してくるのを感じていた。日々感じているこの素朴な

幸福感と充実感をもとに、創造物を生み出し続けることによって、それらが滲み出す園を作ることは

可能だろうか。 

ふと午前中に、偉大な芸術家は、己の創造行為を通じて、人間救済の園を作ってくれているので

はないかと思った。科学や哲学とは違う救済の形が、芸術の中にある。最近そのようなことを強く思

う。 

日々、自分でも創造活動に従事することによって、その思いは強くなっていく。幸福感と充実感が

滲み出す園を作リ、それを共有していく。そして、その園を絶え間ない創造行為を通じて一生涯を

かけて育んでいこうという気持ちを新たに持つ。明日から始まる新たな週においても、そうした園を

作ることに向けた実戦と学習を行っていく。そして何より、自ら小さく育んでいく園の中で生き続ける

ことが重要だろう。フローニンゲン：2019/2/17（日）20:26

3848. 今朝方の夢 

今朝は五時半を迎える前に起床し、六時前から一日の活動を始めた。辺りには小鳥の鳴き声がこ

だましており、今日もまた清々しい気分で一日を始めることができた。 

小鳥たちは何やら朝の挨拶を交わしているようであり、鳴き声のメロディーやトーンなどから、嬉しそ

うだということがわかる。書斎で流している音楽を一度止め、しばらくは小鳥の鳴き声に耳を傾けて

いたいと思う。 

いつものように、今朝方の夢について振り返っておきたい。夢の中で私は、立派な競技用プールに

いた。そのプールは整備が行き届いており、とても綺麗だった。プールにはいくつものレーンがあり、

このプールはよく水泳大会で用いられるようだった。確かにこのプールは競技に使えるものだが、

一般の人も普段泳ぐことができる。そのため、50mではなく、25mの一般的な長さを持つ作りになっ

ていた。 

私は久しぶりにプールで泳ぐことにし、準備体操をして、いざ泳ぎ始めた。私のレーンには人が誰も

おらず、最初は貸切状態であった。ところが、しばらくすると、誰かが私のレーンで泳ぎ始めた。私
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は気にせずにしばらく泳ぎ、壁でターンをしたところ、その人物は壁の付近で一時停止しており、私

がターンをしたタイミングを見計らって泳ぎ始めた。そのため、私たちの間の距離はほとんどなく、後

ろから誰かにつけられているような感覚が気持ち悪く、私は泳ぐ速度を上げた。次の折り返しの時

に、一度休憩として壁際で止まり、飲み物を飲もうと思った。 

すると、私のレーンで泳いでいた人物も壁際で止まり、見るとその人物は、私と苗字が同じの小中

高時代の友人だった。まさかここで再会するとは思ってもいなかったため、私たちは少しだけ雑談

をした。 

休憩後、今度は私が先頭になって泳ぐのではなく、彼を先に泳がせ、しばらくしてから私もスタート

した。彼はあまり水泳が得意ではないはずであり、少し進歩したのかなと思っていたところ、やはりそ

れほど変わっておらず、私が普通に泳いでしまうと、すぐに彼に追いついてしまいそうだった。その

ため、私はできるだけゆっくりと泳ごうとしたが、あるところで、彼を追い越して自分のペースで泳ごう

と思った。ペースを上げてどんどんと彼に近づいて行った時、後ろに妙な気配を感じた。 

泳ぎながら、水中で後ろを確認すると、なんと私の後ろには、魚の形をした巨大な恐竜がいたので

ある。一瞬私は恐怖感に囚われたが、その恐竜は私を襲う様子はなく、一定のペースで私の後ろ

を泳いでいる。食べられてしまうのであれば、もうとっくに食べられていると思ったし、よくよくその恐

竜を見ると、胴体は極めて細長く、頭の先が尖っており、人間に危害は加えられそうだが、人間を

食べることはできないような顔つきに見えた。 

とはいえ、恐竜が私の後ろを泳いでいるのは気持ちのよいものではなかったため、次のターンの際

に、すぐに陸に上がった。私がジャンプ台越しに陸に上がると、なんとその恐竜がジャンプ台越しに

顔を出した。改めて恐竜の表情を見ると、どこか憎めないサンマのような顔をしており、可愛らしく思

えた。私はその恐竜の頭を撫でると、幾分恐竜は嬉しそうだった。 

そこでプールサイドに立っていた人物から声をかけられた。見ると、水泳のコーチか何かを務めて

いる見知らぬ女性だった。私はコーチを雇った覚えはないのだが、彼女が突然その恐竜について

三択クイズを出してきた。三つの選択肢について忘れたが、私は「この恐竜は人を襲うことはなく、

人間の後ろを一定ペースで泳ぐように訓練されている」という選択肢を選び、それは見事に正解だっ
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た。そこで再び恐竜の方を見ると、恐竜はまだ頭をジャンプ台越しに陸の上に出していた。改めて

恐竜全体の体を見ると、その恐竜の胴体は極めて長く、23mほどあることがわかった。 

25mプールにおいて、その恐竜は泳ぐ必要などないことがわかり、恐竜が泳いでいるように思えた

のはほぼ錯覚であり、恐竜は少し頭を移動させているだけだったのだということに気づいた。そこで

夢の場面が変わった。フローニンゲン：2019/2/18（月）06:16 

No.1694: Living Stars 

I’ll go to bed shortly, imaging the twinkle of stars. Groningen, 21:32, Monday, 2/18/2019 

3849. 今朝方の夢の続き 

先ほどまでしばらく部屋の音楽を止め、小鳥たちの鳴き声に耳を傾けていた。鳴き声が少し落ち着

いたようなので、再び音楽をかけ始めた。今日も昨日と同様に、ベートーヴェンのピアノ曲を聴いて

いこうと思う。 

先ほどまで、今朝方の夢について振り返っていた。今朝は睡眠の最中に目覚めることはなく、あの

夢の後には、また別の夢を見ていた。 

夢の中で私は、地元に雰囲気の似た日本のある場所にいた。そこで私は、市の大きな図書館に足

を運び、調べ物をしていた。その調べ物を行っていた時間は、ちょうど高校の授業の合間であり、

調べ物を終えたら再び学校に戻って授業に参加する必要があった。授業の時間が迫ってきていた

ので、私は調べ物を切りの良いところで切り上げて、図書館の二階から一階に降りようとしていた。 

すると偶然にも、そこで母と遭遇した。まさかこのような場所で母に会うとは思ってもいなかったので、

母に事情を聞いてみると、何やら母にも研究テーマがあるらしく、それに関する調べ物をするため

に図書館に来たそうだった。授業の時間が迫っていたので、話は家に帰ってから聞くという旨を母

に伝え、私は足早に図書館をあとにしようとした。すると、母とはほんの挨拶程度しか話をしていな

いつもりだったのだが、実際には随分と時間が経ってしまっているようだった。私は急いで図書館を

あとにし、学校に向かった。道中、近道をするために、私は少し暗い雰囲気を持つ森の中を通り抜

けていくことにした。 
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目の前に見える砂山を超えていけば、もう学校は目と鼻の先だ、と思ったところ、私は砂山に足を

取られてしまった。その砂山は非常にきめ細かな砂で作られており、私の左足がその山に足を取ら

れてしまい、大量の砂が靴の中に入ってしまった。幸いにも右足の方は何の問題もなく、私はその

場で立ち止まり、大量に砂の入ってしまった左足の靴を脱ぎ、その場で砂を出すことにした。完全

に砂を出すまでに時間がかかってしまい、そこから私は再び、急いで学校に向かった。無事に学校

に到着することができたが、とっくに授業の開始時間を過ぎていた。 

授業の行われる教室は、学校の図書館の二階にあり、そこに向かった。すでに授業は始まってい

たが、今日の授業は、生徒各人が自らの研究課題に関する調べ物をすることを目的にしているよう

であり、生徒はバラバラになって、図書館内で自分の調べ物をしていた。 

すると、その授業を担当している英語の先生が私に声をかけてきた。どうやら私が授業に顔を見せ

なかったことを心配しているようだった。私は事情を話し、「お母さんと図書館で遭遇したらそこで話

し込んでしまうのも無理はない」という言葉を先生は述べ、何か納得したような表情を浮かべていた。

私は再度、授業に遅れてしまったことを先生に詫び、自分の研究課題の調べ物をこの図書館でも

行うことにした。 

本当に、皆思い思いに調べ物をしており、私はそこで何人かの友人を見かけた。一人は、小中高

時代から付き合いのある友人（SN）であり、彼は選んだ数冊の書籍を持って、小さな部屋のソファに

腰掛けて、それらの本のうちの一冊を読んでいた。私は彼に声をかけ、隣に座らせてもらうことにし、

そこで自分の調べ物を進めていこうと思った。そこで夢から覚めた。 

今朝方はそのような夢も見ていた。一つ前の夢の中では、プールに恐竜が現れ、今回の夢では特

に砂山に左足を取られたことが印象に残っている。また、二つの図書館の作りも印象的だ。夢の中

の高校の図書館は、それが高校のものとは思えないほど立派であった。普段本を読まないような友

人たちまでもが、みんな静かに真剣に本を読んでいた光景が記憶に残っている。フローニンゲン：

2019/2/18（月）06:50 

3850. 日記の味 

時刻は午前11時を迎えた。もうあと一時間ほどで昼食どきとなる。 
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今日もまた穏やかな天気であり、ライトブルーの世界が広がっている。早朝は、そうした表情を見せ

る空が、この世界に対して静かな挨拶をしているように思えた。 

午前中に、協働者のある方が送ってくださった日記を読み、その内容に大変感銘を受けた。その

方の日記を読みながら、一人の人間の固有な体験と、そこから汲み取られる知見ほど貴重なものは

ないと改めて実感する。言い換えれば、一人一人の人生の多様さと豊かさに改めて感銘を受けた

のである。私が日記を書き続ける意味もここにあるだろう。 

自分という一人の人間の人生は固有なものであり、そこで体験されること、そして汲み取られる知見

というのは固有なものである。そうした固有なものをこの世界に共有していくこと。それもまた、社会

的な生き物として生きる人間としてなすべきことの一つだろう。 

その方の日記に並行して、昨日に引き続き、辻邦生先生の『春の風駆けて』の続きを読み進めてい

た。本書もまた、辻先生がパリに滞在していた時の日記であり、知人の方の日記と同様に、気付か

されることが多々あった。私にとって重要なことをもたらしてくれるのは、やはり日記なのだと思う。得

るものが最も多いのは、正直なところ、科学書や哲学書ではなく、自他とこの世界をより深く知ろうと

する人が執筆した日記なのだと確信を持って言える。真に生きた証として他者が執筆した日記を読

み、真に自らの人生を生きて行く過程の中で自分も日記を綴り続けていく。 

今日はこれから、昼食までの時間を活用して、一曲ほど作りたい。その際には、スクリャービンに範

を求めようと思う。 

季節が春めいているためか、明るい調を選ぶ傾向にあり、時間帯も影響してか、これから作る曲も

明るい調を選択したいと思う。先ほどふと、音楽空間の中に、一旦調性による平衡状態を作り、そこ

にあえて異物を混入させることによって、平衡状態に破れを生じさせ、そこから驚きと面白さが滲み

出すようにしていくこの大切さについて考えていた。 

調和と混沌を一つの音楽空間の中に体現させ、調和から混沌への移行と、混沌から調和への移行

の際に、驚きと面白さが溢れるように工夫を凝らしていく。もちろん、それは今すぐにできることでは

ないが、そうした意識を絶えず持ってこれからの作曲実践を行っていく。 
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私たちの日常は、何からの形で絶えず調和と混沌の間を行き来しており、そうだからこそ人生が進

行していくという側面があるのではないかと思う。自分が作る一つ一つの曲は、そうした人間の人生

の特性が滲み出すものにしたい。そして何より、そうした特性に触れることによって、真に自らの人

生を生きて行くきっかけになるような曲を作っていきたいと思う。フローニンゲン：2019/2/18（月）

11:23 

No.1695: A Light Blue Road 

I feel as if a light blue road in front of me extended endlessly.  Groningen, 09:43, Tuesday, 

2/19/2019

3851. 魂の希求と躍動 

時刻は午後の八時に向かいつつある。このところ何度も述べているが、日が随分と伸びた。 

季節が春に近づくにつれて、時間の拡張と空間の拡張の双方を感じ取ることができる。各季節には、

固有の時間の流れがあり、それは同時に、空間の感覚密度にも影響を与えるのかもしれないとふと

思う。こうしたことが、ある場所の文化を醸成する条件になっているのではないだろうか。例えば、フ

ローニンゲンの春には固有の輝きがあり、それは同時に、固有の時間感覚と空間感覚を伴ってい

る。 

フローニンゲンの街に育まれる文化というのは、そうした固有の感覚を母体としたものなのだろう。こ

れは当然ながら、フローニンゲンのみならず、どの街にも当てはまることである。その街の固有の時

間感覚と空間感覚を味わうこと。これは、その街で生活をしていく上での楽しみの一つであり、逆に

言えば、それをしなければその街で生活する意義は半減してしまうのではないかと思う。 

今日も夕方に、近所のサイクリングロードにランニング兼ウォーキングをしに出かけた。晴れの日は、

もうこれが習慣になっている。折り返し地点までランニングをし、その後はゆっくりサイクリングロード

を歩いていた。その際に、この夏から生活地を変える必要性を強く実感した。 

今の私は、どうやら生活地を変えて、再び自己を変容させていく必要があるようだ。遍歴を好む私

の魂は、今、生活地を変えようと再び動き始めている。 
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サイクリングロードを歩きながら、魂の希求と躍動をふつふつと感じていた。それに呼応するように、

私もまた、生活地を変えることに対して、とても前向きであり、この夏からはまた新たな土地で生活を

したいと強く思う。 

昨日の日記の中で、生活拠点の変更はある種の死であると書き留めていたように思う。今の私は、

生活地を変えることによって引き起こされる死が必要なようだ。ここで死ぬ対象は一体なんなのだろ

うか。私の魂は死なない。おそらく、死ぬ対象は現在の自分の自我なのだろう。そうなってくると、私

の魂は、現在の自分の自我の死を望んでいることがわかり、同時に私もそれを望んでいることがわ

かる。上述の通り、魂も私も、生活地を変えることを希求していることがそれを物語っている。 

午後にふと、葛飾北斎とベートーヴェンがなぜあれほどまでに引っ越しを繰り返していたのかにつ

いて考えていた。北斎は、90年近い人生のなかで93回も引っ越しを行ったそうだ。また、ベートーヴェ

ンは56歳で生涯を終えるまで79回も引っ越しをしたそうだ。彼らの魂もまた遍歴を好み、彼らの魂は

遍歴を通じて成熟を遂げていったのだろう。私が北斎やベートーヴェンに親近感を覚えるのは、魂

の性質が共通しているからなのかもしれない。 

場所との縁が結ばれ、この夏から新しい場所で生活を送ることができれば幸いだ。フローニンゲン：

2019/2/18（月）19:59 

No.1696: Winter Memories 

Winter memories are recollected spontaneously. They seem to navigate a new self. Groningen, 

12:22, Tuesday, 2/19/2019

3852. 今朝方の一連の夢 

時刻は午前七時半を迎えた。早朝のこの時間帯は、うっすらと雲がある。 

今朝の起床は六時過ぎであり、そこから空の様子を観察していると、七時頃にはもうダークブルー

の空に変わり始めていた。日が昇る時間が早くなり、春の足音が聞こえて来る。春が近づくにつれ

て、喜びが自然と滲み出てくる。そのような毎日が続いており、これから春を迎えるまでそうした日々

を謳歌したいと思う。 
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いつものように、今朝方の夢について振り返っておきたい。夢の中で私は、この夏から新しい場所

で生活をすることが決まったようであり、随分と喜んでいた。 

新天地で生活を始めることを両親に伝え、両親とその喜びを分かち合っていた。今回自分が新た

な場所で生活をすることは、大きな意味を持つものであることがわかる。新しい街で生活をすること

に対する不安は一切なく、夢の中の私は、高揚した気分に包まれていた。まさにそれは、季節が春

に向かい、生命たちのエネルギーが高揚していくのと同じような状態であった。 

そのような夢を見た後、次の夢の場面では、見知らぬサッカーコートでサッカーの試合をしていた。

対戦相手は見知らぬ人たちばかりであり、彼らは全員日本人であった。こちらのチームのメンバー

もほとんどが見知らぬ日本人であった。最初私は、二人のセンターバックのうちの一人を務めてい

たのだが、試合が展開していくにつれて、徐々にポジションを前に移していった。 

拮抗した試合が終盤に差し掛かった時、私はコートの真ん中からドリブルでボールを持ち運び、少

し遠めの位置からシュートを打った。距離が幾分あったため、本来であればインステップキックを選

択するのが普通だと思うが、私はなぜか、フットサルでよく用いられるトーキックを使った。そのシュー

トは直接ゴールには入らなかったが、キーパーも予想をしていなかったのか、私のシュートをこぼし、

そのこぼれ玉に私の小中高時代の友人（YU）が詰めて、ゴールを決めた。友人と私はゴールを喜

び、その後、私は1得点1アシストの結果を残した。 

起床直前に見ていた夢についてもまだ少しばかり覚えている。私はある山の麓にいて、目の前に、

一軒の木造建築の家があった。どうやらこれからそこに宿泊することになっているらしく、一人の友

人と一緒にその家に入ろうとした。すると、その家には鍵がかかっており、中に入ることができない。

家のブザーを鳴らしてみても、何の反応もない。 

事前情報では、すでに誰か別の人が宿泊しており、その人がドアを開けてくれることになっていた

はずなのだが、どうもおかしい。もう一度、今回の宿泊に関する情報がまとめられたメールを確認す

ると、「消灯時間午後七時」という文言を見つけた。そこでふと、時計に目をやると、午後七時を少し

過ぎていた。確かに、今目の前にある小屋の明かりは消されており、もしかしたら、先に来た人はす

でに就寝しているのではないかと思った。とはいえ、私たちもこの家に宿泊しなければ、宿無しの状
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態になってしまう。そこで私たちは、再びブザーを押してみた。それも一回、二回ではなく、何度も

押してみた。 

すると、家に明かりがパッと灯され、ドアがゆっくり開き、中から目をこすりながら一人の小柄な男性

が出てきた。見るとその人は、予備校時代の知り合いであり、私たちよりも一、二歳年上の方だった。

その方は別に怒ってはいなかったが、眠そうであることは確かであり、消灯時間に間に合わなかっ

たことを私たちは謝り、家の中に入った。家の中はとてもこじんまりとしており、三人寝れるかどうか

の広さであった。消灯時間を過ぎていることもあり、私たちは荷物をそのあたりに起き、すぐに就寝

に向けて準備をし始めた。そこで夢から覚めた。フローニンゲン：2019/2/19（火）07:51 

No.1697: Flying Imagination 

Human imagination can fly far away. Then, it comes back to the earth. Groningen, 19:58, 

Tuesday, 2/19/2019 

3853. シンプルな幸福感 

時刻は午前八時を迎えようとしている。早朝の天気予報を見ると、今日は一日中曇りとのことであっ

たが、今、空はうっすらと晴れている。 

今日は夕方に、歯医者に行き、歯のクリーニングをしてもらうことになっている。おそらく、フローニン

ゲンのこの歯医者に行くのは今日が最後だと思う。この三年弱の間、半年に一度ほどお世話になっ

たドクターにはお礼を述べておこうと思う。 

昨日天気予報を確認すると、明日と明後日は小雨が降る予報だったのだが、今朝改めて確認して

みると、明日も明後日も曇りに変わっていた。その後は晴れの日が続き、これまで天気が悪い期間

を長らく過ごしていたこともあり、このように雨の降らない日が続くことが嘘のようだ。 

ふと、太陽の姿を拝むだけで幸福感を得ることができることについて考えていた。それは原始的な

幸福感かもしれないが、人間として生きていく上で、シンプルでありながらも、とても大切な幸福感

であるように思える。むしろ、シンプルであるからこそ、それは大切なものだと言えるかもしれない。

いずれにせよ、鬱蒼とした天気が続く季節が終わりを迎え、太陽の光を浴びれる季節になってきた
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ことは本当に喜ばしい。太陽の姿を見る日が増えれば増えるほど、自分の活力が増していくのがわ

かる。 

ここ最近は、午後か夕方に、必ず外に散歩に出かけている。汗をかかない程度に少しばかりランニ

ングをしたり、ウォーキングをしたりすることを30分ほど行っている。その際には、太陽の光を浴びて

おり、運動と太陽の光が作用してか、ここ最近は質の良い眠りが続いている。夜中に目覚めることも

なく、入眠から起床まで、深い睡眠を取ることができているように思う。やはり、全身を動かすことと、

太陽の光を浴びることは、睡眠の質に良い影響を与え、それらは身体を健全に保つ上で不可欠な

のだとわかる。今日も歯医者に行く際には、散歩を楽しみたいと思う。 

今日はこれから、早朝の作曲実践を行う。シンプルなメロディーとシンプルな伴奏から、自分が納得

する響きを生み出していきたい。早朝の作曲実践では、新しいことを試すことはそれほど行ってお

らず、早朝の気分が反映されるような曲を自然な形で作っているように思う。作曲実践を終えたら、

上の階に住むピアニストの友人に借りている二冊の音楽関係の和書に目を通したい。 

一冊は『ベートーヴェン　ピアノ・ソナタ演奏法と解釈』という書籍であり、もう一冊は『ベートーヴェン

ピアノソナタ：作曲学的研究』という書籍だ。実はこれら二冊は、随分と前にも一度借りており、以前

にまた借りることにした。今はちょうど時間があるので、これら二冊を再度読み返したいと思う。二冊

の内容が、今後の自分の作曲実践に不可欠なものであると分かれば、また近い将来に、自分でこ

の二冊を購入したいと思う。フローニンゲン：2019/2/19（火）08:12 

No.1698: Hide-and-Seek of a Night Bird 

Tonight looks as if a night bird were playing hide-and-seek. Groningen, 21:40, Tuesday, 

2/19/2019 

3854. 縁の織物を⽻織りながら 

今、書斎にはベートーヴェンの美しい協奏曲が鳴り響いている。ここ数日間は、ベートーヴェンのピ

アノ曲を聴き続けており、曲順として、今日からはピアノソロではなく、協奏曲が流れ始めた。 
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先ほどふと、美しい音楽、小鳥の鳴き声、そして優しい太陽の光さえあれば、自分は幸福に生きて

いくことができるのではないかと思った。それらは私にとって幸福感の源泉である。自然が生み出す

美と、人間が生み出す美の双方に包まれる形でこれからも日々を過ごしていきたい。 

人間の幸福というものは、実は意外と私たちの近くに存在していることがわかる。日々の何気ない事

柄の中に幸福感を見出していく。今日も幸福感に包まれた一日になるだろう。 

早朝にもまた、この夏からの生活について考えていた。昨日の日記で書き留めたように、私の魂は、

新たな場所での生活を希求している。そしてそれは、私も同じだ。 

この三年間、フローニンゲンには本当にお世話になった。三年間、この街で暮らすことによって、自

分の魂と自己がどれほど涵養されたかわからないぐらいである。それほどまでに、フローニンゲンと

いう街は私を育んでくれた。だが、そうした恩恵をもたらしてくれた街を去る日が近づいてきているこ

とを感じる。 

夏からの生活地は決まっていないが、それについて不安を覚える必要はない。未確定の事柄に対

して不安になる必要は全くない。生活地が決まるのは三月を迎えてからなのだから、その期間に何

を考えようが、何をしようが、生活地の決定が早まることはないのである。そうしたことを考えると、こ

の夏からの生活地が未だ定まらないことに対して不安を覚えることは馬鹿げたことだとわかる。 

それに対して不安を覚えるというのは、自我の何かしらの防衛作用によるものだろう。フローニンゲ

ンを離れる時に、生活地の移転に伴う死を体験し、新天地で再び実存的な適応課題に直面するの

であるから、今不安を感じる必要はない。そうした死の体験にせよ、実存的な適応課題にせよ、そ

れらが実際にやってきた時に向き合えばいいだけの話である。不安の先取りは無益であり、害悪で

すらあるだろう。 

三月を迎えてから決まるであろうこの夏からの生活地との縁を大切にしたい。場所との縁、人との縁

の織物を羽織りながら生きていく。そして、自分自身がそうした織物を編んでいくことに関与したいと

思う。 
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季節が春に近づき、時間がゆったりと、かつ足早に流れている。自分が一体化しているのは、もし

かすると、時間の流れというよりも、時間の流れを生み出している根源的な何かなのだろう。人との

縁や場所との縁を生成している根源と一体となり、そこから生み出されるものを通じて日々を生きる

こと。それこそが流れの中に生きることなのだと実感する。フローニンゲン：2019/2/19（火）08:45 

No.1699: Quietness and a Rumbling of the Earth 

A new day began. I’ll devote myself to my lifework today, too. Groningen, 10:16, Wednesday, 

2/20/2019 

3855. 世界との交感と交歓：創造行為の持つ治癒と変容の力 

時刻は午後三時を迎えた。もうしばらくしたら、歯医者に行く準備をしたい。 

今日は早朝に晴れ間が見えていたが、その後、薄い雲が空全体を包むようになった。昼食後から

一時間半ほど、小雨が降っていたことも記憶に新しい。 

午前中に作曲実践を行っていると、目の前に、水色の道が果てしなく伸びている感じがした。それ

に合わせて、冬の思い出が自然と思い出された。それらの思い出、ないしは冬の時代の情景がも

たらす感覚は、新たな自己を導いているかのようであった。様々な感覚が無数の記憶と結びつき、

それらが遠くからやってくるかのような感覚がある一方で、それらが遠くへ伸びていくような感覚があっ

た。 

午前中より、ベートーヴェンのピアノソナタに関する解説書を読み進めている。もう少しで全体が読

み終わる。おそらく、歯医者から帰ってきた後に全てを読み終えることになるだろう。 

改めて、一つの曲を深く理解しようとすることは、内面の深まりを促すことであると理解する。これは

音楽作品のみならず、他の芸術領域における作品に対しても当てはまることだろう。いや、それは

芸術に留まらず、このリアリティに存在するありとあらゆる対象に対しても当てはまることかもしれない。

私たちは、対象と深く向き合えば向き合うだけ、内面がより豊かになっていくのだ。その背景には、

このリアリティの内面も外面も、無限に深まる可能性を内包していることが挙げられるだろう。言い換

えると、私たちを取り巻く無数の対象物には、それぞれ無限の深さがあり、そうした無限の階層をゆっ
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くりと降りていくことによって、あるいはゆっくりと登っていくことによって、私たちの内面はより深く、そ

して豊かになっていく。 

今日もベートーヴェンのピアノ曲を聴きながら、雑多なことを考えている。今日はあいにくの曇り空だ

が、こうした天気でさえも、交感と交歓の余地を多分に持っている。 

世界と交わり、世界と歓びを共有すること。そして、世界全体を感じること。日々の生活の中で、そ

れらを忘れてはならない。なぜなら、それらこそが、私たちの日々に充実感と幸福感をもたらすので

あり、同時に、私たちの人生を豊かに、そして深くしてくれるからだ。 

歯医者から戻ってきたら、久しぶりにベートーヴェンに範を求めて一曲作ろうと思う。書くことにはも

ちろん治癒と変容の作用があるが、音楽を作ることに内包されている治癒と変容の作用には驚く。 

自分の内側から音を生み出す自己は、自己そのものを癒していく。そして、曲を創造する自己は、

自己そのものを変容させていく。端的には、私たちの自己は自らを癒す力と、自らを変容させる力

を内在的に持ち合わせているのだろう。そして、そうした力を発露させる媒介的な行動は、まさに文

章を書くことにせよ、曲を作ることにせよ、創造行為なのだと思う。創造行為の持つこうした治癒と変

容の作用については、自らの体験に基づいて、より探究を深めていきたいと思う。フローニンゲン：

2019/2/19（火）15:17 

No.1700: An Ornamental Hairpin of Passion 

When I went for a walk in the evening, I found buds on a naked tree. I suppose that I will be able 

to see a passionate dance of spring shortly. Groningen, 18:14, Wednesday, 2/20/2019

3856. 内的必然性 

時刻は午後の八時を迎えた。今日もまた穏やかな一日が幕を閉じようとしている。 

つい先ほど、人間の想像力について思いを馳せていた。それは、私たちが想像できないような遥か

彼方からやってきて、そして遥か彼方まで飛んでいく。想像力の生まれる場所、そして向かう先は、

本当に想像がつかない。それは想像力の秘密である。 
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今日は久しぶりに、ベートーヴェンに範を求めて一曲作った。まだベートーヴェンのピアノソナタに

は範を求めておらず、他の小作品を参考にして曲を作っている。ベートーヴェンのみならず、私は

まだ、他の作曲家が残したピアノソナタの傑作を参考にすることを控えている。それは将来に取っ

てあるという見方もできるし、同時に、自分の力量がまだそれを行う段階にないということも言える。

いずれせよ、ピアノソナタの無数の傑作が、まだ手付かずの状態で残っていることは大変喜ばしい。

それらの作品一つ一つと向き合うことは、間違いなく自己を深めてくれるだろう。 

今後数年、いや、数十年にわたって、ピアノソナタを含め、数多くの作曲家の傑作と向き合い、自

分の曲を生み出していく。そうした創造活動の根幹にあるのは、兎にも角にも、内的必然性である。

それ以外のものは考えられない。それは作曲実践のみに当てはまることではなく、日々の日記の執

筆にも当てはまる。 

とにかく、外部からの誘惑も圧力も超越したところで、ただ内的必然性に従って日記と曲を書き続け

ていく。そうした創造活動に偽善的な目標はいらない。ただ内的必然性に従って創造物を生み出

していくこと。そして、その行為がもたらす喜びと幸福さと完全に合一して日々を過ごすこと。それを

これからも大切にする。 

誘惑と圧力にまみれたこのような時代だからこそ、その営みに何らかの意義を見出すことができな

いだろうか。自分の内側の真実に従って生きるというのは、こうした自分固有の内的必然性に従っ

て生きることを指すのだということが最近強く実感させられる。 

この夏からフローニンゲンを離れ、新たな場所で生活をするようになれば、それもまた、内的必然性

の促しなのだろう。創造活動のみならず、日常の全ての活動の根源に、自己の内的必然性を据え

たい。いや、今の私はもうそれに基づいて毎日を生きている。ひょっとすると、人生の最後にやって

くる死という現象もまた、内的必然性によってもたらされるものなのかもしれない。 

今日も私は、自分の内的必然性に基づいて生きていたと言える。明日もそのように生きることができ

るだろう。自らの言葉と音を求めようとする衝動もまた、内的必然性の表れなのだと思う。おそらく、

内的必然性と魂は何らかの関係があるに違いない。内的必然性とは、魂の分泌液なのだろうか。そ

うかもしれない。フローニンゲン：2019/2/19（火）20:21 
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3857. 今朝方の不思議な夢 

時刻は午前七時を迎えた。空がダークブルーに変わり始め、目の前の通りを車が走り去る音が聞こ

えて来る。 

週も半ばを迎え、今日から水曜日だ。いつの間にやら新たな週が始まり、いつの間にやら週が半ば

を迎えていることを驚く。 

日々が水のごとく流れていく。流れる先はまだ見えないが、必ずどこかに向かって流れていることが

わかる。早朝にそのようなことを考える。 

いつものように、まずは今朝方の夢について振り返っておきたい。夢の中で私は、比較的立派な野

球場にいた。場所はおそらく地元のどこかだろう。というのも、これから地元の高校が甲子園の出場

を目指して野球の試合をすることになっていたからだ。 

試合の当日は晴れ模様であり、試合を観戦するにはもってこいの日であった。地元の高校が試合

をするに際して、それは後輩たちが試合に出場するのではなく、どうやら同じ学年の野球部のメン

バーが試合に出場するようだった。 

私はとりあえず、スタンドで自分の席を確保することにした。同じ学年の野球部が試合に出るだけあっ

て、スタンドは当時の高校時代の友人たちで溢れかえっていた。とりあえず席を見つけ、私は飲み

物でも買いに行こうと思った。スタジアム内の売店で飲み物を購入してスタンドに戻ってくると、やた

らと盛り上がっている。「もう試合が始まったのかな？」と思いながら、自分の席に戻ってみると、なん

とそこでは野球ではなく、サッカーの試合が行われていた。しかも、高校時代のサッカー部のメンバー

が試合を行っていたのである。 

どうもそれは大切な試合のようであり、試合に出場している選手たちの表情は真剣であった。電光

掲示板を見ると、得点は「10-17」と表示されており、うちの高校が勝っているようだった。私はその

表示を見たときに、「サッカーにしてはやたらと点が入っているな」と思った。私はその試合のほとん

どを見過ごしていたため、隣にいた友人に試合の展開について尋ねようとした。 
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すると、電光掲示板の表示が変わっており、「17-17」になっていた。私が左を向いた瞬間に、時間

が一気に進んでいたようであり、いつの間にか相手チームに追いつかれていた。時がそのように素

早く流れたことに対して私は違和感を持ったが、そこからは私も応援に加わった。今目の前では、

確かにリアルタイムで試合が行われているのだが、私の目には、どうも試合のハイライトに見えた。 

こちらのチームのディフェンダー（高校時代の友人TS）が左サイドの選手（小中高時代の友人TK）

に正確で見事なロングフィードを送り、それをその選手が巧みにトラップし、クロスを上げるかと思い

きや、中盤の真ん中の選手がペナルティーエリアのボックスの角に絶妙なポジションを取っており、

左サイドの選手はその選手に折り返しのパスをグラウンダーで送った。それを受けて、その選手は

反対サイドのゴールに向かって、巻くようなシュートを放った。相手のキーパーは、そのシュートに

反応をしたが、飛びつくタイミングを誤り、ワンバウンドしたシュートがゴールの隅に決まった。 

そのような光景をスタンドで見ていたが、それはこちらのチームの17点目であることを知った。やはり、

目の前の試合は、先ほどまでのハイライトだったのだ。それに気づいた時、私はスタジアムの通路

に立っていた。そこでは、なぜだか多くの高校生たちが、熱心に油絵を描いていた。 

彼らの絵は、まだそれほどに高度な技術と思想が体現されているわけではなかったが、一つ一つ

の絵には、彼らの魂のようなものが込められていることは確かであった。私は一つ一つの絵を眺め

ながら、ある男子学生に声をかけ、隣の絵と彼の絵について話を伺ってみた。彼の隣には、ちょうど

席を外しているのか、絵を描いた本人はおらず、私はその絵が素晴らしいと思っていた。隣にいた

男子学生もその作品を素晴らしいと述べており、それを描いた人物について、そしてその絵につい

て話をしてくれた。 

その後は、少しばかり彼の絵についても話を伺い、私はその場を離れた。するとそこで、偶然にも、

小中高時代の親友（HO）と出会い、彼も絵を描いているからそれを見に来て欲しいとのことであっ

た。彼は嬉しそうにそのように述べ、自分の絵の続きを描くために、足早にその場を去っていった。

今朝方はそのような夢を見ていた。 

野球の観戦からサッカーの観戦に変化していたことも驚いたが、何よりも、サッカーにしてはやたら

と得点が入っていたこと、そして、私が左にいた友人の方を向いた瞬間に、時間が一気に流れ、そ
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こからは試合のハイライトを見ているような感覚になったことが不思議である。また、夢の最後に現

れた親友は、自分の絵を見に来て欲しいと述べていたが、彼は決して画家ではない。そういえば、

今から数ヶ月前に、彼が夢に出てきて、私に対して同じように、「自分の絵を見て欲しい」と述べて

いたことを思い出す。彼はもうこの世にはいないのだが、絵を通して、彼は一体何を私に伝えようと

しているのだろうか。フローニンゲン：2019/2/20（水）07:35 

No.1701: A Winter Labyrinth 

Recent several days have been warm. I hope that winter would not get lost. Groningen, 21:07, 

Wednesday, 2/20/2019

3858. 今朝方の夢の続き 

時刻は午前七時半を過ぎ、辺りはすっかり明るくなった。今日は雨は降らないようで何よりだが、一

日を通して曇りのようだ。曇りだとしても、午後には散歩に出かけようと思う。 

昨日は、歯医者に行き、歯のクリーニングをしてもらった。そのせいもあってか、今朝方の夢の中で

は、歯を磨く場面があった。電動歯ブラシを用いて、いつも以上に丁寧に歯を磨いている自分がい

た。これまでの磨き方では、どうも歯ブラシを当てる角度があまり良くなく、きちんと磨けていない部

分があるようだった。夢の中の私はその点に注意して、歯ブラシを傾ける角度を色々変えたりしてい

た。 

半年に一度歯の検査に行っており、ここ最近は虫歯などはなく、歯の状態は良好だ。ただし、歯に

コーヒーなどの色素が少し付着してしまっている部分がいつもある。昨日もまた、そうした箇所をクリー

ニングしてもらった。クリーニングの最中に、色素の付着が毎回見られるということは、おそらく自分

の歯の磨き方、特に歯ブラシを当てる角度が良くないからだろうと考えた。そして昨夜から、歯ブラ

シを当てる角度を意識して歯を磨き始めた。そうした意識が今朝方の夢に形となって現れたのかも

しれない。 

今朝方は、その他にも夢を見ていたことを覚えている。夢の中で私は、ある街のビルの中にいた。

厳密には、ビルの中の駐車場にいて、私は小中学校時代の友人（KS）とこのビルを脱出しようと試
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みていた。私たちは何か悪いことをしたわけではないのだが、何台かのパトカーがビルにやってき

て、私たちを捕まえようとしていた。すると、ビルの外でより大きな事件が起きたようであり、駐車場に

いたパトカーは続々とその場を離れ、事件現場に向かっていった。私たちはその隙に逃げ出そうと

思い、誰も乗っていないパトカーがちょうど一台私たちの眼の前にあり、ドアが開いたため、私たち

はそれに乗り込んだ。 

駐車場から離れようとしているパトカーの最後の一台の背中を見て、私たちもそちらの出口に向かっ

ていった。続々とビルの外に出て行こうとするパトカーたちは、ビルの出口で右折をし、私たちは左

折をした。左折をした瞬間に、私たちはなぜだかパトカーには乗っておらず、道端を走って逃げて

いた。一緒にビルを離れた友人はまだ私の隣にいたのだが、彼は国道に向かって一本入ったとこ

ろの道を走りたいと述べ、そちらの方に向かっていった。 

私たちはあえて別々に違う道を走ることにした。私が走っている道は、どうも見覚えがあり、しばらく

走っていると、それは地元の海岸線であることがわかった。 

私は友人とは違い、国道沿いに一本入った道を走るのではなく、国道から離れる形で、海岸線沿

いに一本入った道を走ることにした。しばらく走っていると、後ろから誰かにつけられている気配が

あった。振り返ると、遠くの方に、小中高時代の友人（SN）の姿が見えた。彼は決して私を捕まえる

ために追いかけているわけではないと知りながらも、私は彼から逃げるようにして走る速度を上げた。

そして、海岸線沿いの道路ではなく、実際に海岸線を走りながら、目的地に向かってさらに速度を

上げていった。するとすぐに、海岸に一つの料理屋があるのが見えた。 

私は特にお腹が空いているわけではなかったが、興味本位でその料理屋に入ってみた。そこは料

理屋と言っても、アパートの一室であり、すでにできた料理が販売されているような店であった。そ

の店の店員たちは、一様に中国人のようであり、中国語を話していた。店に陳列された品々を見て

いると、どれも味は良さそうだった。そこで私は一つ、珍しいものを料理を見つけた。それは、わず

かばかりの野菜と一緒に調理された鹿の肉である。 

色々な大きさのものが売られていたが、私は一番小さい、ひとくちサイズの鹿の肉に関心を持った。

値段は、「111」円とかなり安い。 
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これから逃走を続けるために体力が必要だと思い、私は一緒に逃走している友人に電話をし、この

店で腹ごしらえしようと提案した。彼もこの店に関心があるようであり、彼はすぐに了承した。 

私はまずは自分で味見をしてみようと思い、111円の鹿の肉をレジに持って行った。すると、先ほど

までは中国語を話していた店員が、突然チベット語を話し始め、私の顔を見て、日本語に切り替え

た。そのタイミングで夢の場面が変わった。フローニンゲン：2019/2/20（水）08:08 

No.1702: A Tender Flow of Memories 

I have a feeling that my memories are moving slowly in a tender flow. Groningen, 08:02, 

Thursday, 2/21/2019 

3859. ベートーヴェンの音楽と創造活動 

時刻は午前10時半を迎えた。先ほど、早朝の作曲実践を終えた。 

今朝方生まれた曲は、静かさと地鳴りのようなイメージが混じるような曲であった。夢の中に自分の

無意識が投影されるように、おそらく曲の中にも自分の無意識の何かしらの事柄が投影されるのだ

ろう。夢はシャドーの表れであるという側面が強くあることを考えると、曲にも何かしらのシャドーが現

れているだろうから、作曲を通じて、そうしたものと向き合っていくのも有益だろう。 

今朝方から、ブルックナーのピアノ曲を聴き始めることにした。これまであまりブルックナーの曲を聞

いたことはなかったが、昨日読み進めていたベートーヴェンのピアノソナタに関する解説書の中に、

「ベートーヴェンとブルックナーは音楽神秘主義者であった」という記述を見かけ、ブルックナーの

作品に関心を持った。やはり私には、神秘主義的なものを好む傾向があるようだ。今日の多くの時

間を、ブルックナーのピアノ曲と共に過ごしたいと思う。 

昨日読み進めていた解説書を読み終えたので、今日からはベートーヴェンのピアノソナタに関する

別の解説書を読み進めていく。昨日、解説書を読み進めていると、ベートーヴェンという作曲家は、

エロス的な愛（上昇の愛）とアガペー的な愛（下降の愛）の双方を持って曲を作っていたことに気づ

かされた。エロス的な側面は、ベートーヴェンが人間を神的なものへと高めることを希求して作曲を
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していたことに表れている。一方で、アガペー的な側面は、ベートーヴェンが万民に普遍的な愛を

降り注ごうとして作曲をしていた点に表れている。 

ベートーヴェンの曲が現代においても長らく聴かれ続けているのは、ベートーヴェンの技術と思想

が極めて深いものであるだけではなく、曲の中に含まれるそうした両側面の愛があるからなのかもし

れない。その他にも、ベートーヴェンはいくつかの対極的な事柄を曲として表現している。例えば、

修羅と涅槃、死と浄化などはそうした一例である。今後は、そうした対極的な事柄を意識しながら、

ベートーヴェンの曲に接していこうと思う。 

ゆっくりと季節が進行し、春に向かっていく中で、この三年間の欧州生活を振り返っている自分がい

る。この三年間を総括するにはまだ早いかもしれないが、この三年間は、絶えず書くことを通じて自

己と向き合うような毎日であった。最後の一年においては、文章を書くことだけではなく、曲を作るこ

とを通じて自己と向き合うような日々が続いていた。創造活動というのは、自己と向き合うきっかけを

与えてくれるものなのだろう。また、創造活動とはつまるところ、発見することである。日記を書けば

書くだけ、曲を作れば作るだけ、自己に関する新たな発見がもたらされ、自己が紐解かれていくよう

な感覚がある。 

創造活動は、自分の内側の未知なるものとの出会いの場をもたらし、そうした未知なるものと向き合

うことによって、自己の新たな側面が浮かび上がってくる。創造活動が自己を深めてくれるものにな

りうるというのは、そうした事情があるからなのだろう。また、創造活動そのものに対する意味づけも、

創造活動に従事すればするほどに変化していることを考えてみると、創造活動には意味の深化を

促す力もあるのだろう。人間が何かを創造するということそのものの奥深さを実感する。フローニン

ゲン：2019/2/20（水）10:40 

No.1703: Toward the End of Winter 

I notice that winter is certainly approaching the end. I look forward to the energetic vital force in 

spring. Groningen, 12:10, Thursday, 2/21/2019 
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3860. 曲の形式について 

時刻は午後の七時半を迎えた。つい今しがた夕食を摂り終えた。 

夕食を摂る前に入浴をしていた時、「明日から週も折り返しか」ということを何気なく思った。本当に

時間の流れが速い。気がつけば今週も週末に近づいてきており、何と来週の金曜日からは三月を

迎える。来週の木曜日からパリにぶらりと足を運ぶ予定であるため、その期間は、もっと時の流れが

速く感じられるかもしれない。そのようなことを先ほど思っていた。 

今日はこれから、諸井三郎氏が執筆した『ベートーヴェンピアノソナタ：作曲学的研究』の続きを読

み、そこから本日を締めくくる作曲実践を行いたい。今日は午後に二件ほど仕事が入っていたため、

今日は合計で三曲を作ることに留まりそうだ。毎日一曲でも作ることができれば、それは幸福感をも

たらしてくれるのだから、今の状況は有り難いと思う。これからも、毎日少しずつでいいので作曲実

践を継続していく。 

上述の書籍を読んでいると、執筆者の諸井氏は作曲家であることを知り、彼の曲が気になった。す

ぐに調べてみて、午前中には、諸井氏が作曲した交響曲3番を聴いていた。 

私は普段、あまり交響曲を聴くことはないのだが、この作品は何らかの境地に至った人が作ったも

のだという印象を受けた。表現は実に稚拙であるが、幽玄な感覚がもたらされたということをメモとし

て残しておきたい。 

ピアノソナタというのは、形式が非常にしっかりしており、そうした特性を持つピアノソナタに対して、

ベートーヴェンが認識を変化させていったことが興味深い。言い換えると、ベートーヴェンは、ピアノ

ソナタという形式と向き合う中で、形式そのものに対する認識を深めていったのである。具体的には、

形式というものを、楽想を流し込むための枠とみなしていたことから脱却して、それをあくまでも楽想

を完全に表現するためのものだとみなしたのである。それはとても大きな認識上の変化だと思う。 

私はまだピアノソナタのようなしっかりした形式の曲を作ったことはないが、それでも何らかの形式に

則って日々作曲をしていることは確かである。その際には、まだ形式というものへの認識が浅く、や

はり自分の内側の感覚——それは楽想と呼ばれるものかもしれない——を形式に流し込もうとしてい
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る様子に気づく。作曲技術の発達は、この段階から始まり、徐々に形式というものを自らの内的感

覚を自由自在に表現するための器として活用し始めるのだろう。 

もう一つは、ベートーヴェンがソナタ形式の各楽章を通じて、曲の重心をどこに配置するのか、さら

には曲の重心を移動させることによって、曲の構成を変化させていった点も注目に価する。改めて、

曲が持つ形式というのは実に奥が深いのだと思わされた。どうりで、形式に関するトピックだけで一

冊の独立した専門書が存在するわけである。これからは曲の形式についても理解を深めていき、型

としての形式をいかに活用していくのかについても実験を繰り返したい。フローニンゲン：2019/2/20

（水）19:43 

No.1704: The Departure Time 

I guess that the departure time for various things in my life is now approaching. Groningen, 16:14, 

Thursday, 2/21/2019
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